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2016/3期 上期決算の概要

決算概要決算概要

■楽器事業は、主力の電子ピアノ、管楽器が好調、ピアノも堅調に推移

■音響機器事業は、ＰＡ機器が好調に推移し、ＡＶ機器も回復基調

■電子部品は、対前年同期増収及び、構造改革効果により黒字化

■その他の事業も、概ね計画通りで推移し、損益改善 黒字化

■対前年同期、対前回予想共に増収増益

■4期連続の上期増収、営業増益

上期営業利益200億円超は、2008年3月期上期以来の水準
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2016/3期 上期業績概要

（億円）

15/3 16/3 前期比 前回予想 前回予想比

売 上 高 2,064 2,175 +5.4% 2,155 +0.9%

営 業 利 益
（営業利益率）

151 
(7.3%)

212 
(9.8%)

+40.8%
185 

(8.6%)
+14.8%

経 常 利 益
（経常利益率）

151
(7.3%)

222
(10.2%)

+47.7%
185

(8.6%)
+20.2%

当 期 利 益※

（当期利益率）

108
(5.2%)

174
(8.0%)

+61.4%
140

(6.5%)
+24.4%

US$ 103 122 121

EUR 139 135 132

US$ 103 122 121

EUR 140 134 131

為替レート （円）為替レート （円）

売上高

利 益

●前回予想は2015/7/30 発表

※連結財務諸表上は「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」
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2016/3期 上期事業別業績

508

1,361 1,432

545

79
75

120
119

売上高売上高

2,155

15/3 上期 16/3 上期 16/3 上期
（前回予想）

前年同期比

(5.4%)

(▲1.1%)

(5.5%)

(7.3%)

(5.2%)
■楽 器

■電子部品

■音響機器

■その他

167
141

20

35
7

▲ 9
▲ 1

3

営業利益営業利益
（億円）

151
185

212

15/3 上期 16/3 上期 16/3 上期
（前回予想）

為替影響額 （億円）

前期比較 +101
楽器 +73
音響機器 +27
電子部品 +2

前回予想比較 +11
楽器 +7
音響機器 +3

為替影響額 （億円）

前期比較 +13
楽器 +12
音響機器 +4
電子部品 ▲3

前回予想比較 +10
楽器 +6
音響機器 +5

■楽 器

■電子部品

■音響機器

■その他

2,064 2,175

●前回予想は2015/7/30 発表
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2016/3期 上期営業利益増減要因

15/3 上期

16/3 上期
（前回予想）

16/3 上期

（億円）
前期との比較前期との比較

16/3 上期

前回予想との比較前回予想との比較

185

212

151

212

製造原価
改善

22
為替影響

13
電子部品

損益改善

19

増収および

粗利率良化

24製造
コストアップ

▲10 販管費増加

▲7

●前回予想は2015/7/30 発表

製造原価
改善

2
為替影響

10

電子部品

損益改善未達

▲2

増収および

粗利率良化

21
製造

コストアップ

▲1

販管費増加

▲3
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378

1100

333

141 167
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楽器事業 上期の状況

（億円）

ヤマハ楽器

1,361 1,432

15/3 上期 16/3 上期

上期上期

■営業損益■売 上 高

音楽教室他

上期の状況

・対前年同期増収増益

・市場別では、中国市場 欧州市場が好調

北米、その他の市場は堅調に推移

・商品別では、電子ピアノ、管楽器、ギターが

対前年同期で実質二桁成長

・音楽教室は、Ｑ２より財団への運営統合で

対前年同期42億円の減収影響
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音響機器事業 上期の状況

230238

205
240

65
75

上期上期

PA機器

15/3 上期 16/3 上期

（億円）

20
35

508 545

■営業損益
■■■

売 上 高

ICT機器

AV

カラオケ

上期の状況

・対前年同期増収大幅増益

・ＡＶ機器は、新商品効果等でＱ２より回復基調

・カラオケは、対前期減収も、前回想定通り

・ＰＡ機器は、デジタルミキサー新商品等で

実質二桁成長

・ルーター、Revolabsも好調に推移
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電子部品事業 上期の状況

7975

15/3 上期 16/3 上期

▲ 9

7

上期上期

（億円）

■営業損益■売 上 高

上期の状況

・対前期増収増益、黒字化

・アミューズメント向け部品が特需による前倒し出荷

・鹿児島製造子会社の正式譲渡完了（10/1付）
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25 23

27
25

3836

9

その他の事業 上期の状況

自動車用
内装部品

上期上期

15/3 上期 16/3 上期

▲ 1
3

119120

（億円）
■営業損益

■■■■

売 上 高

FA他

リゾート

ゴルフ

上期の状況

・対前年同期並みの売上も、損益改善、黒字化

・ＦＡ機器が好調に推移も受注は減少

・リゾート事業は、堅調に推移

・ゴルフは、対前年同期減収

・自動車用内装部品は想定通り
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2016/3期 下期及び通期業績見込み

通期の業績見込み通期の業績見込み

下期の見通し下期の見通し

■上期業績が、売上総利益の増、為替影響等により好調に推移したことを踏まえ、

売上高は4,370億円と前回予想を据えおくものの、

営業利益 370億円 経常利益 375億円 当期純利益※ 290億円

と各々上方修正する。

■楽器の市況見通しに、大幅な変更はなし

■音響機器は、ＡＶ機器新商品効果とＰＡ機器の着実な伸長を見込む

■電子部品は、上期の前倒し出荷の影響により商品構成変化等で損益悪化を想定

■為替レートは、下期ＵＳ＄ １２０円 ユーロ １３０円で変更なし

※連結財務諸表上は「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」
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2016/3期 通期業績予想

（億円）

15/3 16/3 前期比 前回予想 前回予想比

売 上 高 4,322 4,370 +1.1% 4,370 -

営 業 利 益
（営業利益率）

301 
(7.0%)

370 
(8.5%)

+22.8%
350 

(8.0%)
+5.7%

経 常 利 益
（経常利益率）

312
(7.2%)

375
(8.6%)

+20.1%
350

(8.0%)
+7.1%

当 期 利 益※

（当期利益率）

249
(5.8%)

290
(6.6%)

+16.3%
270

(6.2%)
+7.4%

US$ 110 121 120

EUR 139 133 131

US$ 109 121 120

EUR 141 132 131

為替レート （円）為替レート （円）

売上高

利 益

*16/3下期為替レート見込は、売上・利益ともにUS$：120円、EUR：130円

●前回予想は2015/7/30 発表

※連結財務諸表上は「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」
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2016/3期 通期事業別業績予想

1,128

2,817 2,815 2,815

1,1801,185

130130134
242 240 245

売上高売上高

4,370

15/3 16/3 16/3 
（前回予想）

前年同期比

(1.1%)

(▲1.0%)

(▲3.2%)

(5.0%)

(▲0.1%)

前回予想比

(-)

(▲2.0%)

(-)

(0.4%)

(-)■楽 器

■電子部品

■音響機器

■その他

285
251 275

61
6575

5
5

▲ 14

4
55

営業利益営業利益 （億円）

301 350
370

15/3 16/3 16/3 
（前回予想）

為替影響額 （億円）

前期比較 +83
楽器 +62
音響機器 +19
電子部品 +2

前回予想比較 +11
楽器 +7
音響機器 +3

為替影響額 （億円）

前期比較 ▲4
楽器 +3
音響機器 ▲3
電子部品 ▲3

前回予想比較 +10
楽器 +6
音響機器 +5

■楽 器

■電子部品

■音響機器

■その他

4,322 4,370

●前回予想は2015/7/30 発表
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2016/3期 通期営業利益予想増減要因

16/3
(前回予想)

16/3 

前回予想との比較前回予想との比較

350

為替影響

10

15/3 16/3 

前期との比較前期との比較

301

増収および
粗利率良化

42
販管費増加

▲15

製造
コストアップ

▲18

製造原価
改善

41

為替影響

▲4

370

370

（億円）

●前回予想は2015/7/30 発表

電子部品
損益良化

23

製造
コストアップ

▲2

販管費減

5

粗利率良化

4

製造原価
改善

3
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楽器事業 （予想）

2,035

782

2,1692,177

646638

ヤマハ楽器

15/3 16/3 16/3 

（前回予想）

251 275285

2,817 2,815 2,815

■営業損益■売 上 高

（億円）

音楽教室他

通期通期

通期予想

・売上高は前回予想を据えおくものの

増益を予想

・各市場とも上期状況が概ね継続

・商品別でも電子ピアノ、管楽器、弦打楽器の

通期での好調を想定

・音楽教室は、Q2以降の財団への運営統合で

対前期124億円の減収影響

●前回予想は2015/7/30 発表



278 272
110 131 106 107 61 83 101 115

242 194

130 158 128 138
85 111 119 123

261
211

125
145 162 151

75
89

140 143

269

221

136
134 97 99

72
76

118 115

15/3 16/3 15/3 16/3 15/3 16/3 15/3 16/3 15/3 16/3

楽器事業（地域別の販売予想）

（億円）

1,050

*( )内は為替を除いた実質ベースでの前期比増減

日本 北米 欧州 中国 その他

897

4Q

3Q

2Q

1Q

(85%)

(82%)

(81%)

(80%)

(98%)

568

494

293

(104%)

(98%)

(112%)

(105%)

(101%)

(105%)

(105%)

(102%)

(109%)

(105%)

(112%)

(105%)

(116%)

(114%)

(114%)

(102%)

(97%)

(103%)

(103%)

(105%)

502

15

495 478

359

496

【楽器販売予想 （ソフト、音楽教室等を含む）】

*( )内は音楽教室移管影響を除いた前提での

通期前期比増減

(98%)

(90%)

1-2Q

(103%)
1-2Q

(107%)
1-2Q

(114%)
1-2Q

(104%)
1-2Q
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音響機器事業 （予想)

512512519

474
522 516

136 152152

（億円）

AV

カラオケ

15/3 16/3 16/3 

（前回予想）

61 6575

1,128
1,185 1,180

■営業損益
■■■

売 上 高

通期通期

ICT機器

PA機器

通期予想

・対前年、対前回予想で増収増益を予想

・ＡＶ機器は、新商品効果により回復想定

・ＰＡ機器は、デジタルミキサー新商品等での

増収見込む

・ＩＣＴ機器も堅調な推移を想定

●前回予想は2015/7/30 発表



55 41 57 67 68 64
22 27 41 47

50 59
66

80 75 78

24 28
48 53

53 62
85

99 92 99

26 28

61 61

88 82

79
71 65 68

25 23

45
49

15/3 16/3 15/3 16/3 15/3 16/3 15/3 16/3 15/3 16/3

音響機器事業（地域別の販売予想）

日本 北米 欧州 中国 その他

（億円）

*( )内は為替を除いた実質ベースでの前期比増減

3Q

2Q

1Q

(99%)

(92%)

(117%)

(117%)

(74%)

97 107

(100%)

(90%)

(111%)

(103%)

(96%)

(108%)

(107%)

(118%)

(105%)

(99%)

(105%)

(93%)

(105%)

(108%)

(115%)

(107%)

(107%)

(101%)

(110%)

(111%)

247 243

4Q

317
308

210
196

301
287

17

(95%)
1-2Q

(99%)

1-2Q

(102%)
1-2Q

(111%)
1-2Q

(111%)
1-2Q



111 121

129 147

133 138

128 122

15/3 16/3
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（億円）

*( )内は為替を除いた実質ベースでの前期比増減

501 529 (101%)

(96%)

(105%)

(105%)

(100%)1Q

2Q

3Q

4Q

ピアノ

弦打楽器

楽器・音響機器事業（主要商品別販売予想）

187 198

215 231

262 271

193 191

15/3 16/3

103 125

97
117

83
87

96
96

15/3 16/3

52 61
62 73
71 74
62 64

15/3 16/3

92 88

115 122

155 170

104 100

15/3 16/3

AV機器

465 479

PA機器

音響機器事業音響機器事業楽器事業楽器事業

(101%)

(97%)

(112%)

(100%)

(89%)

管楽器

426379 (109%)

(100%)

(107%)

(114%)

(113%)

(102%)

(99%)

(106%)

(102%)

(99%)

電子楽器

857 890

(107%)

(104%)

(105%)

(111%)

(109%)
95 115
109 126
122

132
147

149

15/3 16/3

248 273 474 522 (109%)

(102%)

(110%)

(111%)

(114%)

(103%)
1-2Q

(113%)
1-2Q

(101%)
1-2Q

(110%)
1-2Q

(95%)
1-2Q

(113%)
1-2Q
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電子部品事業 （予想）

130130134

15/3 16/3 16/3 

（前回予想）

▲ 14

55

■営業損益■売 上 高

通期通期

（億円）

●前回予想は2015/7/30 発表

通期予想

・前回予想を据え置き

・アミューズメント用部品の上期前倒し出荷

に伴う下期減収、商品構成変化による

損益悪化を想定
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その他の事業 （予想）

656577

55 56 56

5050
47

756864

（億円）

自動車用
内装部品

15/3 16/3 16/3

（前回予想）

245240242

4 55

■営業損益■■■■

売 上 高

通期通期

FA他

リゾート

ゴルフ

●前回予想は2015/7/30 発表

通期予想

・前回予想から減収 営業利益は据え置き

・ゴルフは、新商品効果に期待

・リゾートは、冬季集客企画の効果に期待

・ＦＡ機器は、受注減少により対前回予想減収

・自動車用内装部品は想定通り
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277

429388 414

181
167

176

47
4236

262 263272

435413

218 222

44
44

292

上 期 末上 期 末 期 末期 末

棚 卸 資 産

（億円）947

仕掛品
/材料

音響機器

楽 器

993
878 901

他製品

903

15/3 16/3 15/3 16/3予想 16/3 
（前回予想）

上期末総在庫は、993億円 為替影響+6億円を除くと40億円の増加

期末総在庫は、903億円 ほぼ前回予想通り

為替影響額 （億円）

前期比較 ▲1

為替影響額 （億円）

前期比較 +6

●前回予想は2015/7/30 発表
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45
26

13

13

5

5
3

3

42 46

54 56

18 11

6 9

96

110

34

95 94

120 117

23 24

14 17 17

48

95

28

78 80

48 47

6 6 6

8 7 6

(59)

設備投資額・減価償却費/研究開発費

（億円）

67

138
(129)

138 (136)
設備投資額（減価償却費）設備投資額（減価償却費）

121

研究開発費研究開発費

15/3  上期 16/3  上期

(61)

254 251

122

138
(126)

15/3  上期 16/3  上期 15/3 16/3予想 16/3
（前回予想）

15/3 16/3予想 16/3
（前回予想）

■その他
■電子部品
■音響機器
■楽器

255

●前回予想は2015/7/30 発表
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貸借対照表

上期末

14/9末 15/9末 増減

現 預 金 723 876 153

売 上 債 権 606 596 ▲10

棚 卸 資 産 947 993 46

他 流 動 資 産 161 221 60

固 定 資 産 2,456 2,543 87

資 産 計 4,893 5,229 336

仕 入 債 務 253 212 ▲41

借 入 金 217 214 ▲3

他 負 債 1,403 1,366 ▲37

純 資 産 計 3,020 3,437 417

負 債 純 資 産 計 4,893 5,229 336

期末予想

15/3末 16/3末 増減

793 963 170

603 565 ▲38

878 903 25

202 191 ▲11

2,824 2,559 ▲265

5,300 5,181 ▲119

232 187 ▲45

119 107 ▲12

1,462 1,365 ▲97

3,488 3,522 35

5,300 5,181 ▲119

（億円）



付 属 資 料
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2016/3期 2Q業績概要

（億円）

15/3 16/3 前期比 前回予想 前回予想比

売 上 高 1,068 1,119 +4.8% 1,100 +1.7%

営 業 利 益
（営業利益率）

88 
(8.3%)

124 
(11.1%)

+39.9%
96 

(8.7%)
+29.0%

経 常 利 益
（経常利益率）

92
(8.6%)

138
(12.3%)

+49.7%
100

(9.1%)
+37.8%

当 期 利 益※

（当期利益率）

67
(6.3%)

112
(10.0%)

+66.3%
77

(7.0%)
+44.9%

US$ 104 122 120

EUR 138 136 130

US$ 103 123 120

EUR 140 134 130

為替レート （円）為替レート （円）

売上高

利 益

●前回予想は2015/7/30 発表

※連結財務諸表上は「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」
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2016/3期 2Q事業別業績

264

704 724

297

44
37

63
54

売上高売上高

1,100

15/3 2Q 16/3 2Q 16/3 2Q 
（前回予想）

前年同期比

(4.8%)

(▲13.9%)

(20.0%)

(12.4%)

(2.8%)
■楽 器

■電子部品

■音響機器

■その他

97
83

13

25

3

▲ 7

▲ 2
▲ 1

営業利益営業利益
（億円）

88 96

124

15/3 2Q 16/3 2Q 16/3 2Q 
（前回予想）

為替影響額 （億円）

前期比較 +49
楽器 +35
音響機器 +13
電子部品 +1

前回予想比較 +11
楽器 +7
音響機器 +3

為替影響額 （億円）

前期比較 +10
楽器 +8
音響機器 +4
電子部品 ▲2

前回予想比較 +10
楽器 +6
音響機器 +5

■楽 器

■電子部品

■音響機器

■その他

1,068
1,119

●前回予想は2015/7/30 発表
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15/3 上期 16/3 上期 16/3 上期前回予想

金融収支 11 13 12

その他 ▲11 ▲3 ▲12

計 0 10 0

固定資産処分損益 ▲1 5 0

その他 ▲2 ▲2 0

計 ▲3 3 0

法人税等 41 57 47

法人税等調整額 ▲3 ▲7 ▲2

少数株主利益 2 1 0

計 40 51 45

2016/3期 上期営業外損益、特別損益

（億円）

営業外損益営業外損益

特別損益特別損益

法人税他法人税他

●前回予想は2015/7/30 発表

含 米国法人
特恵関税還付 7
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2016/3期 通期営業外損益、特別損益

15/3 通期 16/3 通期 16/3 通期前回予想

金融収支 26 24 23

その他 ▲15 ▲19 ▲23

計 11 5 0

固定資産処分損益 0 4 0

その他 ▲27 ▲4 0

計 ▲27 0 0

法人税等 73 90 78

法人税等調整額 ▲39 ▲5 2

少数株主利益 2 0

計 36 85 80

（億円）

営業外損益営業外損益

特別損益特別損益

法人税他法人税他

構造改革費用
▲18

固定資産減損
▲9

●前回予想は2015/7/30 発表
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四半期別売上高／営業利益

（億円）

15/3

996 
1,068 

1,169 
1,089 

62 89 106 44 

1Q 2Q 3Q 4Q

16/3

1,055 
1,100 

1,180 

1,035 

89 96 125 
40 

1Q 2Q 3Q 4Q

16/3 （前回予想）

売上高（通期） 4,322

営業利益 （通期） 301

売上高（通期） 4,370

営業利益 （通期） 370

売上高（通期） 4,370

営業利益 （通期） 350

1,055 
1,119 

1,170 

1,025 

89 
124 118 

40 

1Q 2Q 3Q 4Q

●前回予想は2015/7/30 発表
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ネットワーク上の音楽コンテンツの再生やアプリ操作を実現するネットワーク機能

新機能『MusicCastⓇ』

～欧米を中心に対応機種を発売開始～

2016/3期の期待の新商品



この資料の中で、将来の見通しに関する数値につきましては、

ヤマハ及びヤマハグループ各社の現時点での入手可能な

情報に基いており、この中にはリスクや不確定な要因も

含まれております。

従いまして、実際の業績は、事業を取り巻く経済環境、需要

動向、米ドル、ユーロを中心とする為替動向等により、これら

の業績見通しと大きく異なる可能性があります。


